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議会報告会を開催しました
 ページ
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◆第２回（６月）定例会　おもな議案の概要…………………………… ３～４
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◆市政に対する一般質問……………………………………………………６～ 11
◆議員の紹介　議会の構成／委員会…………………………………… 12～ 15
◆請願・陳情審議の結果・可決された意見書・市議会ココ3か月 ほか……… 16

■ 5月28日に富岡公民館ホール・6月1日に山口公民館ホールで議会報告会を開催しました。
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平成 23 年第１回（５月）臨時会

　市民の皆さまにおかれましては平素より所沢市議会
の諸活動に対し、深いご理解とご協力を賜り、厚くお
礼申し上げます。
　このたびの第１回臨時会におきまして第 56 代市議
会議長に就任させていただきました。
　もとより微力ではございますが、公正かつ円滑な議
会運営を行うとともに、分権時代にふさわしい自治体
議会の構築に向け、鋭意努力してまいる所存でござい
ます。
　さて、一昨年２月、本市議会の改革の成果とこれか
らの方向性を議会自らがまとめた所沢市議会基本条例
が全会一致により成立しました。この条例の施行にと
もない、本市議会は一般質問に一問一答方式を導入、
市民と議員が自由に情報や意見を交換する議会報告会
を開催するなど、活性化の歩みを着実に進めていると
ころでございます。
　今後とも本条例の目的である市民生活の向上、市勢
の伸展及び民主政治の健全な発展を目指し、議会活動
を行ってまいりますので、市民の皆さまをはじめ関係
各位のご指導とご鞭撻を心よりお願い申し上げます。

議長就任のあいさつ

議会の新役員構成を
決定しました

第 56代議長　中村　太
（至誠クラブ・３期）

第 57代副議長　村上　浩
（公明党・３期）

　

４
月
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会

と
な
る
平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
５
月
16
日
に
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
初
め
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

投
票
の
結
果
、
中
村　

太
議
員
（
至
誠
ク
ラ
ブ
・
３
期
）

が
当
選
し
、
第
56
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
続
い
て

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
村
上　

浩
議

員
（
公
明
党
・
３
期
）
が
当
選
し
、
第
57
代
副
議
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
、
広
聴
広
報
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
15
ぺ
ー
ジ
参
照
）

　　

市
長
か
ら
は
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
５
件

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
５
件
）

　

○
平
成
22
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
８
号
）

　

○
平
成
22
年
度
所
沢
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

　
　

予
算　
（
第
２
号
）

　

○
所
沢
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
【
２
件
】

　

○
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　　

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
矢
作
い

づ
み
議
員
（
日
本
共
産
党
・
３
期
）、西
沢
一
郎
議
員
（
公

明
党
・
２
期
）、
岡
田
静
佳
議
員
（
所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム

〝
お
お
ぞ
ら
〟・
３
期
）
を
委
員
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。
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一
般
会
計
の
補
正
は
１
億
９
、
０
０
５
万
９

千
円
の
増
額
を
行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
８
７
５
億
２
、
０
０
５
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
災
害
弔
慰
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
５
０
万
円

　

地
震
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
被
害

を
受
け
た
市
民
や
そ
の
遺
族
の
方
の
生
活
安
定

の
一
助
と
す
る
た
め
、
所
沢
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
、
災
害
弔

慰
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
市
民
２
人
の
方
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
災
害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
荒
幡
富
士
市
民
の
森
施
設
修
繕
事
業
、
文
化

財
等
保
存
事
業
費
補
助
事
業

８
４
万
１
千
円

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
荒
幡
富
士

の
山
頂
お
よ
び
登
山
道
等
に
亀
裂
が
生
じ
、
市

が
利
用
者
の
転
落
防
止
用
に
設
置
し
た
擬
木
柵

に
も
転
倒
や
破
損
な
ど
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

管
理
者
で
あ
る
荒
幡
富
士
保
存
会
等
は
立
入
禁

止
看
板
等
の
設
置
や
雨
に
よ
る
崩
落
防
止
措
置

等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
が
大
き
く
、
修

復
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
た
め
、
保
存
会
等

か
ら
市
に
対
し
て
修
復
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
市
は
、
文
化
財
保
護
お
よ
び
危
険
回
避
の

観
点
か
ら
荒
幡
富
士
の
応
急
修
繕
工
事
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
安
全
確
保
の
た
め

擬
木
柵
等
を
修
繕
す
る
も
の
で
す
。

■
中
小
企
業
借
入
資
金
保
証
料
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
市
内
事
業
者
に
部

品
調
達
の
停
止
や
、
計
画
停
電
に
よ
る
事
業
停

止
な
ど
の
間
接
的
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

市
内
事
業
者
か
ら
は
、
市
に
対
し
て
支
援
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
融
資
制

度
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。
補
助
内
容
は
、
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
中
小
企
業
支
援
資
金
・
特

別
小
口
資
金
・
災
害
復
興
資
金
の
融
資
を
希
望

す
る
中
小
事
業
者
に
保
証
料（
20
万
円
を
限
度
）

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
か
ら
所
沢
市

に
転
入
し
て
、
新
規
創
業
支
援
資
金
の
融
資
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
保
証
料
を
全
額
助
成
す

る
も
の
で
す
。

■
災
害
情
報
提
供
手
段
拡
充
事
業

１
、
０
２
９
万
７
千
円

　

防
災
行
政
無
線
は
、
市
民
へ
の
危
機
管
理
・

防
災
情
報
の
有
効
な
提
供
手
段
と
し
て
、
現
在

市
内
に
60
基
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
市
全
体
に

お
け
る
必
要
数
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
震

災
情
報
や
計
画
停
電
情
報
を
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
発
信
し
ま
し
た
が
、
情
報
を
得
ら
れ
な
い

世
帯
も
多
く
、
ま
た
、
放
送
が
聴
き
取
り
づ
ら

い
と
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル

の
導
入
や
、
同
一
地
域
に
重
複
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
放
送
塔
の
移
設
を
行
い
、
災
害
情
報

提
供
手
段
の
拡
充
を
図
る
も
の
で
す
。

■
災
害
対
策
用
応
急
物
資
備
蓄
事
業

３
１
２
万
４
千
円

　

災
害
時
に
必
要
な
緊
急
物
資
と
し
て
、
保
存

用
の
食
糧
や
飲
料
水
、
簡
易
ト
イ
レ
、
毛
布
等

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
は
、
多
様

な
応
急
物
資
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
、
こ
の
度

の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
応
急
物
資
備
蓄
の
更
な
る
拡

充
を
図
る
も
の
で
す
。

平成 23 年第 2 回（6 月）定例会

一般会計補正予算など議案12件を可決・同意
　平成 23 年第２回（６月）定例会は、６月14日から７月５
日までの 22日間の会期で開会されました。
　市長からは、補正予算２件、条例関係２件、財産取得１件
など、計12 件の議案が提出され、すべて可決・同意しました。
　議員からは、「原発の安全対策の強化とエネルギー政策の
転換を求める意見書について」の議案（16 ページ参照）が提
出され、全会一致で可決しました。

予
算
関
係

予
算
関
係

▲荒幡富士

————— おもな議案の概要 —————
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■
特
別
支
援
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
費
補
助
事
業

１
４
１
万
８
千
円

　

障
害
児
童
の
健
全
育
成
の
場
を
確
保
す
る
た

め
、
特
別
支
援
学
校
等
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

す
る
団
体
に
対
し
て
、
そ
の
運
営
費
等
を
補
助

し
ま
す
。
埼
玉
県
立
所
沢
お
お
ぞ
ら
特
別
支
援

学
校
（
南
永
井
）
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、
登

録
児
童
に
占
め
る
所
沢
市
在
住
の
児
童
の
割
合

で
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
初
の
見
込

み
に
比
べ
て
、
所
沢
市
在
住
の
児
童
が
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
不
足
分
に
つ
い
て
増
額
す
る
も

の
で
す
。

■
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強
化
事
業

５
２
４
万
８
千
円

　

埼
玉
県
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、
児
童
虐

待
防
止
対
策
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
お
も
な

取
り
組
み
は
、
児
童
の
一
時
的
な
保
護
お
よ
び

安
全
確
認
等
の
強
化
、
児
童
虐
待
防
止
に
か
か

る
行
政
回
覧
の
実
施
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
充
実
、
職
員
の
研
修
会
や
事
例
検

討
会
の
実
施
な
ど
で
す
。

■
防
火
対
象
物
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

危
険
物
施
設
台
帳
の
電
子
化
事
業

７
、
３
５
３
万
１
千
円

　

消
防
本
部
お
よ
び
各
署
で
保
管
し
て
い
る
防

火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書
や
危
険
物
製
造
所

等
設
置
許
可
申
請
書
等
は
、
現
在
９
千
件
も
あ

り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
破
損
等
が
進
む
と
と
も

に
保
管
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
書
類
の

破
損
防
止
と
長
期
管
理
を
図
る
た
め
、
イ
メ
ー

ジ
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
り
電
子
デ
ー
タ
化
を
図
る

と
と
も
に
、
既
存
の
消
防
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム

に
デ
ー
タ
を
組
み
込
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

緊
急
時
等
に
図
面
を
瞬
時
に
検
索
・
閲
覧
・
回

覧
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
松
原
学
園
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業

１
、
１
５
５
万
円

■
新
所
沢
公
民
館
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業

１
８
９
万
円

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
所
沢
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基

づ
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
温
暖
化
対
策
基
金
を
活
用
し
て
、

松
原
学
園
と
新
所
沢
公
民
館
に
太
陽
光
発
電
設

備
（
発
電
容
量
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
設
置
し
ま

す
。
な
お
、
松
原
学
園
に
つ
い
て
は
、
建
て
替

え
に
伴
う
設
置
工
事
費
の
予
算
、
新
所
沢
公
民

館
に
つ
い
て
は
設
計
業
務
委
託
料
の
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。
新
所
沢
公
民
館
の
設
備
設
置
工

事
は
平
成
24
年
度
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
取
得

取
得
金
額　
　

４
、
６
９
８
万
７
、
５
０
０
円

取
得
の
相
手
方　

　

株
式
会
社
モ
リ
タ　

東
京
営
業
部

■
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

監
査
委
員
２
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と

し
て
、
次
の
議
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

・
安
田
義
広
議
員

（
所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟・
３
期
）

・
久
保
田
茂
男
議
員

（
所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟・
４
期
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

・
森
田  

仁
氏
（
上
山
口
／
再
任
）

・
櫻
井
智
子
氏
（
小
手
指
町
／
新
任
）

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

・
大
野
義
彦
氏
（
く
す
の
き
台
／
新
任
）

■
市
道
路
線
の
認
定	

　

11
路
線

■
市
道
路
線
の
廃
止	

１
路
線

財
産
取
得

財
産
取
得

人
事
案
件・そ
の
他

人
事
案
件・そ
の
他

討 論

■平成 23年度所沢市一般会計補正予算（第２号）
　松原学園太陽光発電設備設置事業については、家庭用設備の数字ではあるが、
現在、発電容量１キロワットあたり55 万円から 60 万円といわれる設置工事費の相
場からしても高額である。太陽光パネルを斜めに設置するための架台や、啓蒙的
な意味を持つ表示盤の設置等を考慮しても、850 万円程度の工事費と試算できる。
予算額との差額の 300 万円を、他の公共施設の太陽光パネル設置や、家庭用設備
の設置補助に充てれば、更なる太陽光発電設備設置事業の推進となる。

（※賛成討論は行われておりません。）

議案に反対します

議
案
番
号

所沢フォーラム	
“ おおぞら ”

公明党
民主ネット	
リベラルの会

日本共産党 至誠クラブ
みんな
の党
所沢

共	
生
育

結　

果
青
木　

利
幸

近
藤　

哲
男

松
本　

明
信

安
田　

義
広

中　
　

毅
志

大
館　

隆
行

岡
田　

静
佳

石
井　
　

弘

浜
野　

好
明

久
保
田
茂
男

吉
村　

健
一

植
竹　

成
年

西
沢　

一
郎

村
上　
　

浩

亀
山　

恭
子

福
原　

浩
昭

島
田　

一
隆

赤
川　

洋
二

入
沢　
　

豊

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

浅
野
美
恵
子

矢
作
い
づ
み

荒
川　
　

広

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

桑
畠　

健
也

中
村　
　

太

秋
田　
　

孝

谷
口　

雅
典

松
崎　

智
也

脇　
　

晴
代

越
阪
部
征
衛

第
44
号

平成 23 年度
所沢市一般会計	
補正予算（第 2号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（
議
長
）
○××○○

原
案
可
決

■本会議において賛否が分かれた審議結果〔平成 23 年第２回定例会〕 ○：賛成　×：反対

※掲載されていない議案は全会一致可決・同意しました。全審議結果（16件）は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。
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議
会
報
告
会
は
、
議
員
が
地
域
に
出
向
い

て
議
会
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様

に
直
接
、
報
告
・
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
と
議
員
と
が
、
議
会
活
動
や
市
政

に
つ
い
て
自
由
に
情
報
・
意
見
交
換
を
す
る

場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

所
沢
市
議
会
で
は
平
成
22
年
度
よ
り
議
会

報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
定
例
会
に
つ
い
て
の
議
会

報
告
会
を
、
５
月
28
日
に
富
岡
公
民
館
ホ
ー

ル
で
、
６
月
１
日
に
山
口
公
民
館
ホ
ー
ル
で
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
、
１

４
３
人
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
　

所
沢
市
自
治
基
本
条
例
に
は
未
完
成

な
部
分
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
参
加
条
例
や
住
民
投
票
条
例
制
定
の
際

に
は
議
会
も
関
係
す
る
が
、
所
沢
市
自
治
基

本
条
例
推
進
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
。

答
　

議
会
と
し
て
も
、
ま
ず
は
推
進
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
行
政
側
も
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
市
民
参
加
条
例
や
住
民
投
票
条

例
制
定
に
関
し
て
は
、
市
民
参
加
で
準
備
が

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
議
会
と
し
て
、
今

後
ど
う
す
る
か
は
、
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

問
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
所
得
制

限
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ

た
の
か
。

答
　

所
得
制
限
の
議
論
は
な
か
っ
た
。
所

沢
市
で
は
所
得
に
関
係
な
く
全
員
助
成

の
対
象
と
な
る
。

問
　

所
沢
市
の
二
元
代
表
制
の
現
状
は
。

答
　

他
自
治
体
で
は
、
議
会
と
首
長
が
対

立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
本
市
の
場

合
は
、
い
い
意
味
で
議
会
と
執
行
部
が
協
調

し
、
対
立
も
し
て
い
る
と
考
え
る
。
議
会
基

本
条
例
制
定
時
に
は
、
議
会
と
市
民
や
執
行

部
の
関
係
を
十
分
議
論
し
、
一
般
質
問
に
一

問
一
答
制
を
導
入
し
、
市
民
に
も
わ
か
り
や

す
い
形
に
し
た
。

問
　

特
別
委
員
会
で
の
論
点
は
。

答
　

平
成
22
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会

中
に
は
、
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、
修
正
し
可

決
し
た
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
特
別
委

員
会
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
常
任
委
員
会
で
の

審
査
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

問
　

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
、
議
会

と
し
て
の
対
応
は
。

答
　

一
般
質
問
は
さ
れ
て
い
る
が
、
議
案

と
し
て
の
議
論
は
な
か
っ
た
。

問
　

集
団
資
源
回
収
報
償
金
削
減
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
審
議
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
賛
成
し
た
理
由
は
。

答
　

事
業
仕
分
け
で
近
隣
他
市
の
状
況
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

提
案
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
が
、
委
員
会
で

も
議
論
は
し
て
き
て
い
る
。
ご
意
見
と
し
て

受
け
止
め
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て

い
く
。
ま
た
、
報
償
金
単
価
が
下
が
っ
た
こ

と
で
、
回
収
量
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
を
見

極
め
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

問
　

所
沢
市
職
員
の
人
件
費
予
算
に
つ
い

て
の
議
論
は
。

答
　

多
く
の
議
員
が
人
件
費
削
減
に
つ
い

て
取
り
組
み
、
一
般
質
問
も
行
っ
て
い

る
。
特
殊
勤
務
手
当
や
住
居
手
当
の
見
直
し

も
行
わ
れ
、
人
件
費
は
年
々
減
少
し
て
き
て

い
る
。

問
　

議
員
の
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
そ
れ

ぞ
れ
の
議
員
の
活
動
実
績
な
ど
、
詳
細

な
情
報
を
載
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
電
話
番

号
だ
け
で
な
く
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
も
載
せ
て

ほ
し
い
。

答
　

今
期
よ
り
広
聴
広
報
委
員
会
が
組
織

さ
れ
た
の
で
、
ご
意
見
も
含
め
て
委
員

会
で
協
議
し
て
い
く
。

・
自
治
連
合
会
と
議
会
と
の
意
見
交
換
の
場

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

・
学
校
２
学
期
制
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の

対
応
が
迅
速
と
は
言
え
ず
、
自
治
基
本
条
例

第
27
条
の
条
文
と
の
関
係
か
ら
、
疑
問
に
感

じ
る
。

・
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
対
策
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
（
ツ
イ

ッ
タ
ー
・
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
等
）
な
ど
、
今

後
の
広
聴
広
報
委
員
会
の
活
動
に
期
待
し
て

い
る
。

・
議
案
質
疑
に
つ
い
て
、
ど
の
議
員
が
ど
の

よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
質
疑
を
行
う
の
か
、

あ
ら
か
じ
め
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
あ
り
が

た
い
。

・
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
を
し
っ
か
り
や

っ
て
ほ
し
い
。

・
議
会
中
継
画
面
に
、
字
幕
を
入
れ
る
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

・
各
審
議
会
等
の
委
員
に
、
女
性
を
も
っ
と

採
用
し
て
ほ
し
い
。

▲手話通訳を実施しました

開催日時
　①11月 19日（土）
	 　　午後２時より
　②11月 24日（木）
	 　　午後７時より
会　　場
　①吾妻公民館ホール
　②柳瀬公民館ホール

次回の議会報告会は
11月に開催します。

お
も
な
質
疑

お
も
な
意
見

議
会
報
告
会
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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議
員　

本
市
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

受
け
入
れ
先
と
し
て
、
市
民
武
道
館
や
と
み
お

か
荘
を
提
供
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
狭
山
ヶ
丘

に
あ
る
自
衛
隊
官
舎
を
利
用
で
き
る
よ
う
協
定

を
結
べ
な
い
か
。

危
機
管
理
担
当
理
事　

自
衛
隊
官
舎
に
つ
い
て

は
当
初
、
活
用
を
希
望
し
て
い
た
が
、
昭
和
56

年
以
後
の
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
建
て
替
え
の
計
画
が
出
て
お
り
、
実
際

に
利
用
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。

議
員　

学
校
給
食
の
調
理
場
で
は
、
災
害
時
に

停
電
や
都
市
ガ
ス
の
供
給
停
止
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
が
、
炊
き
出
し
の
態
勢
は
と
れ
る
の
か
。

ま
た
、
民
間
委
託
し
て
い
る
調
理
業
務
の
契
約

に
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
は
含
ま
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
の
調
理
場
で
使
用
す
る

熱
源
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
に
確
保
で
き

る
も
の
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、

委
託
契
約
に
は
、
炊
き
出
し
業
務
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
給
食
関
連
職
員
を
中
心
と
し
て
、

委
託
業
者
と
迅
速
な
対
応
を
し
て
い
く
。

議
員　

事
業
仕
分
け
の
実
施
に
よ
り
、
連
綿
と

続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
の
廃
止
や
縮
小
が
望
ま

し
い
事
業
を
客
観
的
に
評
価
し
、
判
定
す
る
こ

と
が
で
き
た
効
果
は
大
き
い
。
事
業
仕
分
け
の

成
果
、
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長　

公
開
に
よ
る
議
論
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
広
く
市
民
と
課
題
を
共
有
し
、

今
後
の
市
の
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
絶

好
の
機
会
に
な
っ
た
こ
と
や
外
部
の
視
点
か
ら

見
直
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
だ
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
議
論
が
深
ま
ら
な
い
、
あ
る
い

は
論
点
が
か
み
合
わ
な
い
事
業
が
あ
っ
た
点
は

課
題
で
あ
り
、
反
省
点
だ
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
停
滞
し
続

け
る
が
れ
き
を
教
訓
に
、
本
市
の
地
域
防
災
計

画
に
お
け
る
具
体
的
な
が
れ
き
処
理
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

危
機
管
理
担
当
理
事　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
方

法
に
つ
い
て
は
市
内
２
か
所
の
仮
置
場
に
粗
分

別
し
た
廃
棄
物
を
搬
入
し
、
そ
の
後
、
種
類
に

応
じ
て
最
終
処
理
を
行
う
。
粗
分
別
の
種
類
の

特
定
は
し
て
い
る
が
、
仮
置
場
で
の
保
管
方
法

や
細
部
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
今
後
関
係

部
署
と
協
議
の
上
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
対
す
る
市
民
の

反
応
は
、
市
長
本
人
が
返
事
を
書
い
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
。
市
長
が
手

紙
の
内
容
に
目
を
通
し
て
、
返
事
は
担
当
課
が

書
い
て
い
る
の
か
。

市
民
経
済
部
長　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
つ
い

て
は
届
い
て
か
ら
速
や
か
に
市
長
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
指
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の

指
示
に
基
づ
い
て
回
答
を
担
当
課
が
作
成
し
、

再
度
市
長
が
確
認
し
た
後
に
市
民
へ
返
信
し
て

い
る
。

議
員　

本
市
で
は
災
害
時
に
一
人
で
避
難
で
き

な
い
方
を
災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
支
援
し
て

い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
登
録
者
の

安
否
確
認
は
行
っ
た
の
か
。

危
機
管
理
担
当
理
事　

保
健
福
祉
部
か
ら
の
指

示
に
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た

ほ
か
、
民
生
委
員
や
児
童
委
員
か
ら
も
確
認
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の
自
治
会

か
ら
も
同
様
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

議
員　

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
、
ふ
ら
っ
と
等
の
公

▲昨年 6月に開催された「事業仕分け」の様子

一
般
質
問

市
政
に
対
す
る

　６月定例会では、31人
が一般質問を行いました。
　質問は各議員の多くの
質問項目中、１項目だけが
掲載されています。
　なお、すべての質問項目
は市議会ホームページで
ご覧になれます。

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

質
問
者

被
災
者
の
受
け
入
れ
に

自
衛
隊
官
舎
の
利
用
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟 

大
館 

隆
行

質
問
者

が
れ
き
処
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

公
明
党　

植
竹 

成
年

質
問
者

市
長
へ
の
手
紙
は

市
長
が
返
事
を
書
い
て
い
る
の
か

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

石
本 

亮
三

質
問
者

災
害
時
の
炊
き
出
し
体
制
の

	

検
討
は

日
本
共
産
党　

矢
作
い
づ
み

質
問
者

事
業
仕
分
け
の
成
果
と
課
題
は

み
ん
な
の
党　

所
沢　

谷
口 

雅
典

質
問
者

災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確
認
は

公
明
党　

吉
村 

健
一

質
問
者

各
公
共
施
設
の
予
約
方
法
や
時
期

足
並
み
を
そ
ろ
え
よ
う

み
ん
な
の
党　

所
沢　

松
崎 

智
也
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共
施
設
は
各
施
設
で
予
約
方
法
や
時
期
が
異
な

っ
て
お
り
不
便
で
あ
る
。
今
後
、
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

市
長　

以
前
に
も
統
一
し
た
予
約
シ
ス
テ
ム
の

整
備
に
つ
い
て
は
協
議
を
行
っ
た
が
、
各
施
設

の
設
置
目
的
が
異
な
る
こ
と
等
を
勘
案
し
た
結

果
、
現
行
制
度
と
し
て
い
る
。
何
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
精
査
し
、

本
当
に
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
公
共
施
設
の
利

用
促
進
を
再
度
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

本
市
で
は
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
住
民

基
本
台
帳
、
家
屋
台
帳
、
被
災
状
況
の
確
認
が

必
要
だ
が
、
今
回
の
よ
う
な
大
震
災
で
大
量
の

罹
災
証
明
書
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
、
現
行

の
シ
ス
テ
ム
で
は
確
認
作
業
に
手
間
取
り
被
災

者
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
前
に
も

発
行
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
一
元
化
で
き
る
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
の

進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
担
当
理
事　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
起
動
さ
せ
る
た
め
の
Ｏ
Ｓ

が
特
殊
で
あ
り
、
本
市
で
は
検
証
用
サ
ー
バ
ー

導
入
の
準
備
、
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
た
者
の
対

応
等
の
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
導
入
に
向

け
て
の
研
究
が
保
留
の
状
態
だ
が
、
引
き
続
き

研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

環
境
省
に
よ
る
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
り
う
る
日
本
の
資
源
量
は
原
子
力
発
電
所
54

基
分
の
発
電
能
力
の
40
倍
で
あ
り
、
そ
の
活
用

の
た
め
に
も
原
発
廃
炉
の
方
向
を
見
据
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

本
市
で
は
従
前
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
、
住
宅
で
の
太
陽
光
に
よ
る
発
電

や
熱
利
用
な
ど
の
導
入
支
援
、
市
の
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
等
に
よ
り
、
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
図

っ
て
き
た
。
今
後
も
土
地
利
用
や
気
候
、
地
形

条
件
等
の
特
性
を
勘
案
し
、
さ
ら
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

節
電
に
市
民
の
協
力
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
市
の
施
策
は
新
た
な
混

乱
を
生
ま
な
い
よ
う
配
慮
し
、
最
大
限
の
シ
ン

プ
ル
か
つ
明
瞭
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
が
、
公

共
施
設
20
パ
ー
セ
ン
ト
の
休
業
は
ど
の
よ
う
な

経
過
で
決
定
し
た
の
か
。

財
務
部
長　

災
害
支
援
・
節
電
対
策
本
部
会
議

に
お
け
る
所
沢
市
公
共
施
設
の
節
電
に
関
す
る

基
本
方
針
に
お
い
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
５
日
の
う
ち
１
日
を
休
業
す
る
こ
と
で
20

パ
ー
セ
ン
ト
の
節
電
を
確
実
に
行
え
る
も
の
と

考
え
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
輪
番
休
業
は
類

似
施
設
が
複
数
あ
る
公
共
施
設
に
限
り
、
隣
接

す
る
地
区
の
施
設
で
同
一
日
に
休
業
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
等
、
極
力
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

こ
れ
ま
で
自
主
防
災
訓
練
は
な
か
な
か

確
立
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
震
災
を
機
に
市
民

の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
会
場

や
訓
練
内
容
を
再
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

幅
広
い
世
代
が
参
加
す
る
よ
う
な
仕
組
み
の
検

討
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
担
当
理
事　

防
災
訓
練
に
多
く
の
団

体
、
老
若
男
女
等
幅
広
い
世
代
、
地
域
の
方
々

が
参
加
で
き
る
こ
と
は
大
変
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
地
域
の
自
主
防
災
連
合
会
、
現
地
対

策
本
部
長
、
現
地
責
任
者
と
の
協
議
の
中
で
、

地
域
ぐ
る
み
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

多
大
な
費
用
が
か
か
る
Ｉ
Ｔ
の
運
用
や

維
持
管
理
だ
が
、
市
民
に
と
っ
て
投
資
効
果
を

一
番
感
じ
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
１
階
の
市
民
課

窓
口
で
の
手
続
き
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
簡
略

化
に
よ
る
行
政
改
革
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
総

合
窓
口
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

対
す
る
市
の
見
解
、
現
状
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長　

多
岐
に
わ
た
る
市
の
業
務
の

全
て
を
一
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
対
応
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
簡
易
な
手
続
き
業

務
と
専
門
性
を
有
す
る
業
務
に
区
分
し
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在

は
課
税
証
明
書
と
納
税
証
明
書
を
市
民
税
課
で

一
括
発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
年
度
末
・
年
度
初

め
の
臨
時
開
庁
業
務
の
う
ち
、
転
居
に
関
連
す

る
業
務
に
つ
い
て
は
こ
ど
も
支
援
課
と
学
校
教

育
課
の
職
員
が
市
民
課
に
出
向
き
対
応
に
当
た

っ
て
い
る
。

▲生涯学習推進センター（並木）

▲富岡まちづくりセンター（北岩岡）

質
問
者

幅
広
い
世
代
が
参
加
で
き
る

防
災
訓
練
の
仕
組
み
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟 

松
本 

明
信

質
問
者

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
で

速
や
か
な
罹
災
証
明
書
の
発
行
を

公
明
党　

西
沢 

一
郎

質
問
者 公

共
施
設
の
輪
番
休
業

20
パ
ー
セ
ン
ト
の
根
拠
は

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

末
吉
美
帆
子

質
問
者

総
合
窓
口
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
対
す
る
見
解
は

公
明
党　

福
原 

浩
昭

質
問
者

原
発
依
存
か
ら

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

日
本
共
産
党　

荒
川　

広
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議
員　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
数
に
対
し
て
実
際
に
被
災
地
で
活
動
さ
れ

た
方
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
登
録
さ
れ
た

方
々
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
何
か
行
っ
た
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

当
初
見
込
み
よ
り
避
難
所
施

設
の
受
け
入
れ
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
避
難

者
の
避
難
所
に
お
け
る
滞
在
期
間
が
短
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
少
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
職
員

で
対
応
が
可
能
に
な
っ
た
経
過
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
市
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
礼
と
お
詫
び
の
旨
を
掲

載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
く
の
方
々
の
意
志

を
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
だ
け
に
止
め
る

こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
積
極
的
な
活
動
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

平
成
20
年
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
転
車
は
原
則
車
道
走
行
で
幹
線
道
路
な
ど
車

道
が
危
険
な
場
合
は
歩
道
を
走
行
で
き
る
と
さ

れ
た
が
、
政
府
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
国
民

の
４
割
が
車
道
走
行
の
原
則
を
知
ら
な
い
。
市

の
主
導
で
学
校
や
高
齢
者
対
象
の
交
通
安
全
教

室
等
を
行
い
法
改
正
の
内
容
を
周
知
徹
底
で
き

な
い
か
。

市
民
経
済
部
長　

法
改
正
の
趣
旨
や
交
通
事
故

の
状
況
を
踏
ま
え
、
小
学
校
お
よ
び
高
齢
者
向

け
の
交
通
安
全
教
室
実
施
の
際
に
法
改
正
の
内

容
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
一
般
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
運
動
実
施
時
に
自
転
車

の
事
故
防
止
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
た
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
機
会
と
と

も
に
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

等
に
よ
り
自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
向
上
に
向
け

て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
員　

平
成
11
年
度
よ
り
着
手
し
始
め
た
86
か

所
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
候
補
地
の
う
ち
、

現
在
は
柳
瀬
地
区
の
２
か
所
が
有
力
候
補
地
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
基
礎
調
査
で
は
ど

の
よ
う
な
内
容
を
検
討
し
た
の
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

埋
め
立
て
容
量
、
敷
地

面
積
等
の
規
模
に
関
す
る
こ
と
、
屋
根
等
の
被

覆
施
設
の
有
無
や
処
理
水
の
放
流
先
等
に
関
す

る
こ
と
な
ど
の
基
本
的
事
項
を
整
理
お
よ
び
検

討
し
た
ほ
か
、
周
辺
の
住
居
数
、
公
共
施
設
ま

で
の
距
離
や
概
算
工
事
費
等
を
考
慮
し
、
総
合

的
に
比
較
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

近
隣
の
富
士
見
市
で
は
開
発
行
為
が
制

限
さ
れ
て
い
る
市
街
化
調
整
区
域
に
住
宅
・
店

舗
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
開
発
許
可

等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
が
６
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
。
本
市

で
も
緑
地
を
保
護
し
な
が
ら
も
健
全
で
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
市
街
化
調
整
区
域
の

見
直
し
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長　

こ
こ
数
年
、
同
様
な
意

見
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
第
５
次
所
沢

市
総
合
計
画
に
市
街
化
調
整
区
域
の
都
市
的
土

地
利
用
へ
の
転
換
に
つ
い
て
盛
り
込
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
政
策
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
制
度
の
中
で
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
産
業
と
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め

の
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

東
所
沢
駅
の
改
札
口
は
ホ
ー
ム
の
西
端

に
位
置
し
て
お
り
、
乗
り
降
り
の
際
に
は
幼
児

や
高
齢
者
、
障
害
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
東
側
に
も
改
札
口
が
あ
れ
ば
大

変
利
便
性
が
向
上
す
る
。
周
辺
住
民
か
ら
も
要

望
が
出
て
い
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

市
民
経
済
部
長　

東
所
沢
駅
の
東
側
に
改
札
口

を
開
設
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
は
伺
っ
て
お
り
、

特
に
駅
東
側
に
お
住
ま
い
の
駅
利
用
者
に
と
っ

て
大
変
利
便
性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
平

成
18
年
度
よ
り
、
県
や
県
内
武
蔵
野
線
沿
線
関

係
市
で
構
成
し
て
い
る
武
蔵
野
線
旅
客
輸
送
改

善
対
策
協
議
会
を
通
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
望

を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
11
月
に
は
本
市
単
独
で

も
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

質
問
者

市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟  

近
藤 

哲
男

質
問
者

最
終
処
分
場
の
候
補
地

基
礎
調
査
の
内
容
は

至
誠
ク
ラ
ブ　

杉
田 

忠
彦

質
問
者

東
所
沢
駅
の

	

東
側
改
札
口
開
設
を

公
明
党　

亀
山 

恭
子

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

▲自転車と歩行者の通行が区分された歩道（並木）

▲東所沢駅（東側からホームを望む）

質
問
者

東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

登
録
さ
れ
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会  

赤
川 

洋
二

質
問
者

自
転
車
利
用
者
に

道
路
交
通
法
改
正
の
周
知
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟  

岡
田 

静
佳
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議
員　

第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
前
期
基
本

計
画
が
平
成
26
年
に
目
標
と
し
て
い
る
観
光
客

数
は
６
０
０
万
人
で
あ
り
、
達
成
し
た
際
の
経

済
効
果
は
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
所
沢
に
あ
る

豊
か
な
緑
と
自
然
を
活
か
し
た
農
業
体
験
、
徒

歩
や
観
光
タ
ク
シ
ー
で
巡
る
観
光
コ
ー
ス
を
作

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長　

本
市
の
豊
か
な
自
然
や
旬
の

ス
ポ
ッ
ト
、
名
所
旧
跡
等
を
と
こ
ろ
バ
ス
や
徒

歩
で
巡
る
様
々
な
観
光
コ
ー
ス
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
等
で
市
民
に
案

内
し
て
い
る
ほ
か
、
航
空
発
祥
１
０
０
周
年
記

念
と
し
て
作
成
し
た「
見み

所ど
こ
ろ

沢た
く

山さ
ん

所
沢
マ
ッ
プ
」

で
は
市
内
の
航
空
に
ま
つ
わ
る
見
所
と
食
べ
物

を
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
に
自
然
や
農

業
等
の
体
験
型
観
光
や
食
べ
物
の
紹
介
を
取
り

入
れ
た
観
光
コ
ー
ス
を
企
画
し
、
観
光
の
充
実
、

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

農
業
生
産
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
販

売
強
化
と
二
次
加
工
品
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
農
家
が
自
ら
販
売
所
や
加

工
所
を
作
り
事
業
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

が
、
農
家
単
体
で
は
な
か
な
か
事
業
を
ま
と
め

ら
れ
な
い
。
農
家
の
事
業
化
に
対
し
て
市
は
積

極
的
に
関
わ
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

市
民
経
済
部
長　

本
年
３
月
に
「
地
域
資
源
を

活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創

出
等
お
よ
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進

に
関
す
る
法
律
」、
い
わ
ゆ
る
６
次
産
業
化
法

が
施
行
さ
れ
、
同
法
に
よ
り
農
産
物
の
直
売
施

設
や
加
工
施
設
の
整
備
に
対
し
て
新
た
な
支
援

策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
市
と
し

て
も
市
内
農
商
工
関
係
者
と
の
情
報
交
換
や
交

流
に
よ
り
連
携
を
深
め
る
中
で
事
業
化
へ
の
取

り
組
み
が
生
ま
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

平
成
21
年
９
月
に
路
線
変
更
さ
れ
て
以

来
、
三
ケ
島
地
区
の
住
民
か
ら
不
便
に
な
っ
た

と
の
話
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。
住
民
が

本
当
に
納
得
で
き
る
改
善
を
願
っ
て
い
る
が
、

路
線
見
直
し
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

市
民
経
済
部
長　

路
線
見
直
し
後
の
平
成
22
年

度
は
、
パ
ス
モ
、
ス
イ
カ
の
導
入
や
１
日
乗
車

券
の
発
売
を
開
始
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
観
光

と
の
連
携
と
い
っ
た
、
と
こ
ろ
バ
ス
の
利
用
促

進
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
在
は
具
体
的
な
路
線
見
直
し
に
は

着
手
し
て
い
な
い
が
、
路
線
ご
と
の
課
題
分
析

や
利
用
者
の
意
見
を
参
考
に
し
た
上
で
次
回
の

見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

富
岡
地
区
の
小
学
校
で
は
平
成
17
年
に

中
富
小
学
校
、
平
成
19
年
に
富
岡
小
学
校
で
自

校
給
食
を
開
始
し
て
い
る
が
、
西
冨
小
学
校
で

は
未
だ
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
学
校
周
辺
に

農
家
が
多
く
、
ま
た
下
水
道
整
備
も
完
了
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
性
を
活
か
し
た
学
校
給

食
と
し
て
の
環
境
も
整
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で

自
校
給
食
に
移
行
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
伺
い

た
い
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
給
食
の
自
校
化
が
進
ん

で
い
な
い
理
由
と
し
て
は
現
在
学
校
施
設
の
耐

震
化
事
業
が
本
格
化
し
、
同
事
業
を
優
先
的
に

進
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
耐
震
化
事
業
以
外
の
学
校
施
設
の
大
規
模

な
改
修
事
業
は
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
自
校

給
食
調
理
場
の
整
備
事
業
は
平
成
20
年
度
の
牛

沼
小
学
校
以
降
、
進
ち
ょ
く
し
て
い
な
い
状
況

で
あ
る

議
員　

北
中
運
動
場
の
土
地
使
用
賃
借
契
約
は

平
成
25
年
３
月
末
で
終
了
す
る
。
以
前
の
議
会

か
ら
の
質
問
に
対
し
て
更
新
を
基
本
に
早
期
交

渉
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
契
約

締
結
へ
の
道
筋
を
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長　

北
中
運
動
場
の
利
用
者
は
毎

年
５
万
人
か
ら
８
万
人
に
上
り
、
本
市
の
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
施
設

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
相
手
方
の
意
向
を
確
認

す
る
た
め
に
も
早
々
に
交
渉
を
開
始
し
、
早
い

時
期
に
結
論
に
至
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問
者

西
富
小
学
校
の
自
校
給
食

移
行
で
き
て
い
な
い
理
由
は

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟  

青
木 

利
幸

質
問
者

北
中
運
動
場

	

契
約
更
新
の
交
渉
は

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟  

浜
野 

好
明

質
問
者

行
政
の
積
極
的
な
関
わ
り
で

農
家
の
事
業
化
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟  

石
井　

弘

質
問
者

と
こ
ろ
バ
ス
の
路
線
見
直
し

早
期
の
検
討
を

日
本
共
産
党　

平
井 

明
美

質
問
者

豊
か
な
資
源
を
活
か
し
た

観
光
産
業
の
活
性
化
を

育　

越
阪
部 

征
衛

▲ところバス

▲北中運動場

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育
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教
育
総
務
部
長　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
余

暇
時
間
の
拡
大
は
多
様
な
学
習
活
動
の
機
会
を

生
み
、
利
用
者
の
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に

は
開
館
時
間
の
延
長
や
休
日
開
館
と
い
っ
た
サ

ー
ビ
ス
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
管
理
運
営

方
法
に
つ
い
て
は
近
隣
や
都
内
図
書
館
の
運
営

状
況
を
参
考
に
検
討
し
て
き
た
が
、
限
ら
れ
た

職
員
数
や
予
算
枠
の
中
で
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
管
理
運
営
の
改

善
を
図
る
も
の
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

岩
手
県
釜
石
市
は
防
災
教
育
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
た
め
、
市
内
小
中
学
生
の
ほ

ぼ
全
員
が
津
波
の
難
を
逃
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
避
難
訓
練
だ
け
さ
せ
て
お
く
と

い
う
消
極
的
か
つ
責
任
逃
れ
の
発
想
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
防
災
教
育
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
本
市
も
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
自
身
が
災
害
等

の
危
機
に
対
し
て
、
適
切
に
対
処
で
き
る
能
力

を
身
に
つ
け
、
自
ら
の
判
断
で
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
教
育
計
画
に
位
置
づ
け
て
い

る
。
県
の
小
学
校
校
長
会
と
安
全
教
育
研
究
協

議
会
が
編
集
し
た
「
安
全
な
く
ら
し
」
で
は
、

地
震
に
関
す
る
対
応
、
津
波
の
危
険
性
、
目
に

見
え
な
い
放
射
能
の
危
険
性
や
上
級
生
が
幼
い

子
ど
も
を
支
援
す
る
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
学
習
を

通
し
た
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
者

温
水
プ
ー
ル
の
設
置
へ

	

市
の
見
解
は

至
誠
ク
ラ
ブ　

秋
田　

孝

議
員　

北
野
公
園
市
民
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
よ

る
廃
止
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
に
は
市
民
の
た

め
の
プ
ー
ル
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
第
５
次

所
沢
市
総
合
計
画
、
所
沢
市
教
育
振
興
基
本
計

画
、
所
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
等
で
は
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
温
水
プ
ー
ル
の
効
用
お
よ
び
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
総
務
部
長　

温
水
プ
ー
ル
は
年
間
を
通
し

て
提
供
で
き
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
健
康
の
維

持
増
進
に
加
え
て
家
族
や
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
競

技
型
で
あ
れ
ば
水
泳
選
手
の
育
成
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

温
水
プ
ー
ル
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
各
種
類
似
施
設
の
調
査
に
よ

り
総
合
的
な
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員　

い
じ
め
や
不
登
校
、
暴
力
行
為
等
の
児

童
・
生
徒
の
問
題
行
動
の
背
景
に
は
、
心
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
友
人
関
係
、
地

域
・
学
校
等
の
環
境
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

る
。
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
み
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
福
祉
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
専
門
職
が
必
要

な
の
で
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
は

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
こ
ど
も
未
来
部
や
保
健

福
祉
部
等
の
関
係
部
署
、
児
童
相
談
所
等
の
他

機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。
平
成
20
年
度

に
開
始
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
県
へ
申
請

し
て
い
る
も
の
の
配
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ

が
、
今
後
も
他
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
組
織
的

な
支
援
充
実
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

突
然
の
図
書
館
全
分
館
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
に
は
、
市
民
や
職
員
の
疑
問
が
残
っ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
一
つ
に
夜
間
開
館
が
あ
る
が
、
直

営
の
管
理
運
営
体
制
で
は
何
が
問
題
だ
っ
た
の

か
。

議
員　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
介
護
認
定

の
要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
の
判
断

で
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
市
町
村
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
質

に
差
が
出
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。
今
回
の
法

改
正
に
よ
っ
て
本
市
が
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く

第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
へ
の
影
響
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
介
護

予
防
、
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
創
設
や
24

時
間
巡
回
対
応
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
設
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
事
業
者
間
で
の
情
報
の
混
乱
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
可
能
な
限
り
被
保
険
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

老
人
保
健
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

予
約
が
な
か
な
か
で
き
な
い
と
の
話
が
あ
る
が
、

予
約
な
し
の
緊
急
時
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用

は
難
し
い
状
況
な
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

東
日
本
大
震
災
後
に
市
内
に

質
問
者

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
導
入
で

福
祉
的
サ
ポ
ー
ト
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

入
沢　

豊

▲所沢図書館所沢分館（元町）

質
問
者

図
書
館
全
分
館

	

直
営
で
の
問
題
点
は

日
本
共
産
党　

小
林 

澄
子

福

　祉

福

　祉

質
問
者

介
護
保
険
法
の

	

改
正
に
よ
る
影
響
は

日
本
共
産
党　

城
下 

師
子

質
問
者

緊
急
時
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
は
難
し
い
の
か

共
生　

脇　

晴
代

質
問
者

防
災
教
育
の
充
実
を

至
誠
ク
ラ
ブ　

桑
畠 

健
也
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あ
る
全
て
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
所
へ
受
け

入
れ
可
能
状
況
の
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
20
事

業
所
の
う
ち
半
数
近
く
は
長
期
間
で
な
け
れ
ば

受
け
入
れ
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
の
併
設
型
10
事
業
所
に

つ
い
て
も
15
名
の
被
災
者
等
の
受
け
入
れ
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
に
は
予
約
が
な
く

と
も
３
日
前
後
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ
今

日
に
お
い
て
児
童
と
高
齢
者
や
障
害
者
が
ふ
れ

あ
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
全

国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
富
山
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
は
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
ど
も
が
同
一

の
空
間
で
過
ご
す
特
徴
が
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
の

場
が
あ
る
こ
と
で
子
ど
も
の
育
成
、
高
齢
者
の

健
康
増
進
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
が
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
利

用
者
の
限
定
を
せ
ず
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
障

害
児
等
が
同
一
の
空
間
で
共
生
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市

で
は
老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
児

童
福
祉
法
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ
い
た

支
援
の
充
実
に
努
め
て
き
た
た
め
こ
れ
ま
で
検

討
は
し
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
手
法
と
し
て
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
は
じ
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
増
え
た
こ
と

か
ら
接
種
の
優
先
順
位
に
困
惑
し
て
い
る
利
用

者
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ど
の
予
防
接
種
を
優
先
す
る

べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
対
象
月
齢
・
年
齢
や
児

童
の
既
往
症
、
そ
の
時
の
体
調
に
よ
る
た
め
、

一
律
に
優
先
順
位
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

適
切
な
接
種
時
期
を
選
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、

ま
た
、
ポ
リ
オ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
二
種
混
合
、
三
種

混
合
、
麻
疹
・
風
疹
混
合
に
つ
い
て
は
個
別
に

通
知
し
て
い
る
。

議
員　

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
廃
止
の

理
由
に
、
こ
て
さ
し
荘
の
調
理
器
具
が
古
く
な

っ
た
こ
と
、
人
件
費
が
か
か
る
こ
と
、
民
営
で

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
民
生
委
員
不
足
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
既
存
の
活
力
を
減
ら
す
こ
と
は
、

各
行
政
区
に
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ

る
と
い
う
市
の
方
向
性
に
逆
行
し
て
い
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら

協
力
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
事
業
展
開
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
底

力
を
作
っ
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問
者

共
生
型
介
護
施
設
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

島
田 

一
隆

質
問
者

ワ
ク
チ
ン
接
種

	
情
報
提
供
の
充
実
を

至
誠
ク
ラ
ブ　

荻
野 

泰
男

質
問
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
廃
止

福
祉
充
実
へ
の
逆
行
で
は

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〟  

安
田 

義
広

市議会の本会議 ・委員会は

公開されていて、 どなたでも

傍聴することができます。

（傍聴者が定員を超えた場合は、傍聴でき
ない場合がございます。）

本会議インターネット中継も
ご利用ください。

本
会
議	

市
長
報
告
・
提
案
理
由
の
説
明
・

議
案
説
明

	

議
案
質
疑
・
採
決
（
先
議
案
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
会
議	

議
案
質
疑

　
　
　
　

委
員
会	

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

	

市
民
環
境
常
任
委
員
会
・
教
育

	

福
祉
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

	

審
査

本
会
議	

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

委
員
会	

市
民
環
境
常
任
委
員
会
審
査

	

市
民
環
境
常
任
委
員
会
・
教
育

	

福
祉
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

	

審
査

本
会
議	

常
任
委
員
長
報
告

本
会
議	

討
論
・
採
決

	

追
加
議
案
の
上
程
・
採
決

	

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

6
月
定
例
会
の
動
き

　

６
月
14
日

　

６
月
16
日

　

６
月
17
日

　

６
月
21
・
22
・
23
・
24
・
27
・
28
日

　

６
月
29
日

　

７
月
４
日

　

７
月
５
日
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議
席
番
号

会　派 
氏　名 ・ 当選回数 
党　派 
住　所 
電　話

議
席
番
号

会　派 
氏　名 ・ 当選回数 
党　派 
住　所 
電　話

７

日本共産党	

城
しろ

下
した

師
のり

子
こ
　④

日本共産党	
中富南 4-28-2-208	
04（2942）9456

1

共生	

脇
わき

  晴
はる

代
よ
　④

無 所 属	
三ヶ島 1-119-5	
04（2948）7387

８

日本共産党	

小
こば

林
やし

澄
すみ

子
こ
　③

日本共産党	
泉町 1819-3	
04（2928）2798

2

日本共産党	

矢
や

作
さく

いづみ　③
日本共産党	
中富南 2-14-12	
04（2943）3633

９

日本共産党	

平
ひら

井
い

明
あけ

美
み
　⑦

日本共産党	
西狭山ヶ丘 1-3118-17	
04（2948）6077

3

日本共産党	

荒
あら

川
かわ

　広
ひろし
　⑧

日本共産党	
下安松 496-16	
04（2944）6208

10

みんなの党　所沢	

谷
たに

口
ぐち

雅
まさ

典
のり
　①

みんなの党	
若狭 1-2961-1-213	
04（2941）5111

4

民主ネットリベラルの会	

島
しま

田
だ

一
かず

隆
たか
　①

民 主 党	
星の宮 1-8-11-105	
04（2930）4502

11

みんなの党　所沢	

松
まつ

崎
ざき

智
とも

也
や
　①

みんなの党	
北秋津 511-18	
04（2008）1410

5

民主ネットリベラルの会	

赤
あか

川
がわ

洋
よう

二
じ
　③

民 主 党	
若狭 3-2383-25	
04（2947）3966

12

所沢フォーラム“おおぞら”

青
あお

木
き

利
とし

幸
ゆき
　①

無 所 属	
北岩岡 554-1	
04（2942）1019

6

民主ネットリベラルの会	

入
いり

沢
さわ

　豊
ゆたか
　①

民 主 党	
山口 5026-3-44-3-401	
04（2968）3952

議　員　の　紹　介
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議
席
番
号

会　派 
氏　名 ・ 当選回数 
党　派 
住　所 
電　話

議
席
番
号

会　派 
氏　名 ・ 当選回数 
党　派 
住　所 
電　話

19

公 明 党

西
にし

沢
ざわ

一
いち

郎
ろう
　②

公 明 党
三ヶ島 5-2058-10
04（2947）6991

13

所沢フォーラム“おおぞら”

近
こん

藤
どう

哲
てつ

男
お
　①

無 所 属
北所沢町 2242-18
04（2942）8817

20

所沢フォーラム“おおぞら”

松
まつ

本
もと

明
あき

信
のぶ
　①

無 所 属
東所沢 5-15-2-703
04（2945）2675

14

民主ネットリベラルの会

石
いし

本
もと

亮
りょう

三
ぞう
　②

民 主 党
下富 1209-16
04(2942)9688

21

所沢フォーラム“おおぞら”

安
やす

田
だ

義
よし

広
ひろ
　③

無 所 属
上安松 634-1-202
04（2995）4446

15

民主ネットリベラルの会

末
すえ

吉
よし

美
み

帆
ほ

子
こ
  ②

市民ネットワーク
小手指町 3-20 Q-211
04（2949）4317

22

所沢フォーラム“おおぞら”

中
なか

　毅
たけ

志
し
　③

無 所 属
三ケ島 5-1262-1
04（2938）5152

16

民主ネットリベラルの会

浅
あさ

野
の

美
み

恵
え

子
こ
  ③

民 主 党
北秋津 876-3 H-204
04（2995）1463

23

所沢フォーラム“おおぞら”

大
おお

館
だち

隆
たか

行
ゆき
　②

無 所 属
小手指元町 3-26-16
04（2949）7160

17

公 明 党

吉
よし

村
むら

健
けん

一
いち
　②

公 明 党
上安松1279-5
04（2993）0028

24

至誠クラブ

荻
おぎ

野
の

泰
やす

男
お
　②

無 所 属
糀谷1746-1
04（2949）6735

18

公 明 党

植
うえ

竹
たけ

成
なり

年
とし
　①

公 明 党
けやき台 2-6-1-203
04（2925）6736

議　員　の　紹　介
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議
席
番
号

会　派 
氏　名 ・ 当選回数 
党　派 
住　所 
電　話

議
席
番
号

会　派 
氏　名 ・ 当選回数 
党　派 
住　所 
電　話

31

所沢フォーラム“おおぞら”

石
いし

井
い

　弘
ひろし
　②

自由民主党
狭山ケ丘1-3003-109
04（2948）8586

25

至誠クラブ

杉
すぎ

田
た

忠
ただ

彦
ひこ
　②

無所属
坂之下245-1
04（2944）3537

32

所沢フォーラム“おおぞら”

浜
はま

野
の

好
よし

明
あき
　④

自由民主党
北岩岡 40-7
04（2942）4917

26

育

越
お

阪
さか

部
べ

征
せい

衛
え
  ④

自由民主党
牛沼 313-6
04（2995）1777

33

所沢フォーラム“おおぞら”

久
く

保
ぼ

田
た

茂
しげ

男
お
  ④

無 所 属
山口1212-27
04（2922）3913

27

公 明 党

村
むら

上
かみ

　浩
ひろし
　③

公明党
上新井 1-28-11
04（2928）5264

34

至誠クラブ

桑
くわ

畠
はた

健
けん

也
や
　③

無 所 属
緑町1-6 15-107
04（2921）8248

28

公 明 党

亀
かめ

山
やま

恭
きょう

子
こ
　①

公 明 党
東所沢 3-33-12
04（2008）1907

35

至誠クラブ

中
なか

村
むら

　太
とおる
　③

無 所 属
東所沢和田1-18-2
04（2945）6313

29

公 明 党

福
ふく

原
はら

浩
ひろ

昭
あき
　②

公 明 党
東狭山ケ丘6-2800-5
04（2922）6973

36

至誠クラブ

秋
あき

田
た

　孝
たかし
　④

無 所 属
旭町12-15
04（2993）4622

30

所沢フォーラム“おおぞら”

岡
おか

田
だ

静
しず

佳
か
　③

無 所 属
小手指町 1-30-20
04（2921）7533

議　員　の　紹　介

※任期は平成 27年 4月 30日までです。
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常　任　委　員　会
総務常任委員会 教育福祉常任委員会

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、消防等に
関することを審査します。

小・中学校の教育、公民館、図書館、福祉、保健、医
療等に関することを審査します。

 ◎	杉田　忠彦
	 城下　師子
	 安田　義広
	 越阪部征衛

 ○	福原　浩昭
	 松崎　智也
	 中　　毅志

	 石本　亮三
	 大館　隆行

 ◎	吉村　健一
	 脇　　晴代
	 平井　明美
	 久保田茂男

 ○	青木　利幸
	 島田　一隆
	 植竹　成年

	
	 赤川　洋二
	 荻野　泰男

市民環境常任委員会 建設水道常任委員会
環境対策、ごみ対策、リサイクル、商業、農業、交通、
国保年金等に関することを審査します。

道路、都市計画、市営住宅、再開発、区画整理、公園、
上下水道等に関することを審査します。

 ◎	末吉美帆子
荒川　　広
村上　　浩
秋田　　孝

 ○	松本　明信
入沢　　豊
亀山　恭子

小林　澄子
岡田　静佳

 ◎	石井　　弘
矢作いづみ
西沢　一郎
中村　　太

 ○	近藤　哲男
	 谷口　雅典
浜野　好明

浅野美恵子
桑畠　健也

議会運営委員会 広聴広報委員会
議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に
関する条例等、議長の諮問に関する事項を調査します。

議会の広聴広報及び議会図書室の運営について協議又
は調整を行います。

 ◎	浅野美恵子
荒川　　広
石本　亮三
中　　毅志
桑畠　健也

 ○	大館　隆行
城下　師子
植竹　成年
杉田　忠彦

	
谷口　雅典
西沢　一郎
岡田　静佳

 ◎	石本　亮三
脇　　晴代
末吉美帆子
大館　隆行

 ○	荻野　泰男
矢作いづみ
吉村　健一
越阪部征衛

谷口　雅典
安田　義広

	 中村　　太（議長）　　村上　　浩（副議長）

◆ 議会の構成／委員会 ◆ ◎＝委員長　　○＝副委員長

議場内見取図

傍 聴 席 （4階 一般席74席 車椅子スペース2台分）

２８番
亀山恭子

２　番
矢作いづみ

８　番
小林澄子

１８番
植竹成年

２９番
福原浩昭

３　番
荒川　広

９　番
平井明美

１９番
西沢一郎

１０番

２０番

３０番
岡田静佳

松本明信

谷口雅典

石井　弘

１１番
松崎智也

２１番
安田義広

３１番

大舘隆行

３３番
久保田茂男

１３番
近藤哲男

２３番
中　毅志

３２番
浜野好明

１２番
青木利幸

２２番

３４番
桑畠健也

４　番
島田一隆

１４番
石本亮三

２４番
荻野泰男

５　番
赤川洋二

１５番
末吉美帆子

２５番
杉田忠彦

３５番
中村　太

演　壇

理　　事　　者　　席理　　事　　者　　席

秋田　孝

入沢　豊

１６番
浅野美恵子

２６番
越阪部征衛

３６番

６　番
脇　晴代

７　番
城下師子

１７番
吉村健一

２７番
村上　浩

１　番

議　長　席

質問席
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16◎ ｢ところざわ市議会だより｣ 第 159号　作成部数 125,000部　経費 3,678,444円

4月	24日	 市議会議員選挙
5月	6・9日	 代表者会議
	 10日	 新任議員事務説明会
	 11日	 代表者会議
	 16日	 第１回臨時会
	23・24日	 新任議員市内施設見学会
	 28日	 議会報告会
	 	 （富岡公民館ホール）
6月	 1日	 議会報告会
	 	 （山口公民館ホール）
	 7日	 代表者会議
	 	 議会運営委員会
6月	14日～7月 5日　第２回定例会

★節電を心がけましょう★
　東日本大震災の影響により電力が大変
不足し、節電の必要性が高まっています。
◎見ていないテレビは消そう！
◎冷房は必要なときだけつけよう！
◎冷蔵庫の詰めすぎに気を付けよう！
　電力危機を乗り切るため、私たち一人
ひとりができることに取り組んでいきま
しょう。
　皆様のご協力をお願いします。

　

４
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
所
沢
市
議
会
も
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
期
か
ら
広
聴
広
報
委
員
会
が
設
置
さ

れ
市
民
の
お
一
人
お
ひ
と
り
に
今
ま
で
以

上
に
議
会
の
活
動
が
見
え
る
よ
う
に
議
員

全
員
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
方
の
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
石
）

委 

員 
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亮
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脇　
　

晴
代	

矢
作
い
づ
み
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吉
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大
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隆
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部
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中
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太
（
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長
）

	

村
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浩
（
副
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長
）
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議
会
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調
査
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請願・陳情審議の結果（6月定例会）
件　　　　　　名 提　出　者 結　果

○請願第 3号	
　集団資源回収事業報償金交付単価を５円から６円に戻す請願

東住吉町内会　会長	
鈴木　由紀子さん（東住吉）ほか 16,863 人

趣旨採択	
（全会一致）

○請願第 4号	
　所沢の子ども達が安心して暮らせるように放射性物質の線量
低減対策を求める請願

高橋　万帆さん（東所沢）ほか 3,591 人
採　　択	

（全会一致）

○請願第 5号	
　放射能汚染による内部被曝から子ども達を守るために安全な
給食の提供を求める請願

浅田　留美子さん（並木）ほか 3,585 人
採　　択	

（全会一致）

可決された意見書

原発の安全対策の強化とエネルギー政策の
転換を求める意見書

　東京電力株式会社福島第一原子力発電所は、東日本大震災の地震
発生時に運転していた原子炉は自動停止したものの、津波によって非
常用電源設備が全て失われた結果、原子炉や使用済み燃料プールの冷
却機能が喪失し、大量の放射性物質が放出され、我が国で初めて原
子力災害対策特別措置法に基づく「原子力緊急事態宣言」が発令された。
　さらに、原発事故の深刻度が最悪の「レベル７」に引き上げられ、
東日本大震災から３カ月を経た今も、周辺地域では広範囲な避難指示
の下、多くの住民が避難生活を余儀なくされているほか、農作物の汚
染や風評被害も深刻化している。原子力発電所について、徹底した安
全対策を早急に構築することは国の責務である。
　よって、国は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故の一
刻も早い収束と原因究明はもとより、国内全ての原子力発電所周辺の
住民の安全・安心を確保するとともに、再生可能な自然エネルギーへ
計画的に転換することを強く求める。
提出先	 衆議院議長	 参議院議長	 内閣総理大臣	 文部科学大臣	
	 厚生労働大臣	 農林水産大臣	 経済産業大臣	 環境大臣	
	 内閣府特命担当大臣（原子力発電所事故の収束及び再発防止担当）

次
の
定
例
会
は

８
月
31
日
か
ら
の

予
定
で
す
。


